





























































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 さ さ のせまり 
 




























































































































































第23聯隊｠ 第 2大隊｠ 第17大隊｠ 第17大隊｠ 




























兵 器 部 
陸軍兵器本廠 
　岡山出張所【開設：1925】 
岡山兵器支廠【昇格：1928】 
岡山陸軍兵器補給廠 
　　　　　　　【改称：1939】 
 
 
広島陸軍兵器補給廠岡山支廠 
第17師団創設 
 
第17師団廃止 
 
 
支那事変 
第17師団再編 
太平洋戦争開戦 
 
終戦 
5
騎兵第二十一聯隊将校集会所 
もとは騎兵第二十一聯隊の将校集会所であった。現在は移築し、 
津島新野公会堂として、地域社会の中核施設として利用される。 
9 岡山偕行社 
将校などの会合に使用したほか、軍装用品の販売や将校団員への 
日用品配布などを事業とした施設。元の場所より西へうつされ、 
現在、岡山県総合グランド内で喫茶店などに使用されている。 
10
工兵第十大隊（聯隊）橋梁演習場 
レンガ造りの橋台、橋脚がのこされている。 
工兵の訓練の一端を垣間見ることができる。 
2
1 工兵第十聯隊将校集会所庭園の灯籠 
庭園には池や築山がつくられる。灯籠は築山上に置かれている。 
脚部には、「日支事変出征記念」の文字が刻まれる。 
 
（明治三十年測図　大正十四年第二回修正測図　昭和二十一年六月二十日印刷　同二十五日発行　内務省地理調査所）を一部改変 
1925年（大正14）年の駐屯地と錬兵場 
9
10
6
第十七師団司令部（一部移築・補修） 
第十七師団・第三十三旅団・岡山聯隊区司令部が置かれていた。 
6
衛兵所 
第十七師団司令部、第三十三旅団司令部の 
前面に置かれていた衛兵所。 
7
砲身型の軍人勅諭下賜 
五十周年記念碑 
最上部に砲身をかたどった石造物が 
のせられる。前面には軍人勅諭の 
精神を示す「忠節・禮儀・武勇・ 
信義・質素」の五ヶ条が刻まれる。 
 
8
レンガ造りの門柱を有する門 
現在、岡山大学構内で最も良好にのこっている門 
である。門柱の両脇の土塁は逆「ハ」字状に、 
内側にむかって狭まる構造となっている。 
防御のためであろうか。 
3
赤レンガ造りの建物 
現在、岡山大学構内の赤レンガ建物では最も良好 
にのこっている。平屋であることや、縦開きの窓の 
構造は明治時代の陸軍の建物の特徴をよくのこす。 
終戦頃には、手前の建物は炊事場、奥は衛兵所 
として使われていたようである。 
4
コンクリー ト塀 
津島北地区南東隅にあるコンクリー ト塀。 
法界院駅からの引込線によって運び込ま 
れた資材の荷解き場を隠すための「目隠 
し塀」であったとも伝えられている。 
5
兵舎 弾薬庫 
衛兵所 
兵舎 倉庫 
法界院駅 
引込線 
広島陸軍兵器補給廠 
岡山支廠南倉庫 
広島陸軍兵器補給廠 
岡山支廠北倉庫 （工兵第五十四聯隊） 
（騎兵第二十一聯隊） 
中国軍管区歩兵第五補充隊 
岡山聯隊区司令部 
500m0
建物の配置は1949（昭和24）年に 
岡山大学が引き継いだ際のもの 
駐屯地内の施設配置と各部隊の配置 
工兵隊浴場並食堂 
・破線は土塁を示す 
・赤塗りの建物は現存（改変あり） 
・部隊名・施設名は1945（昭和20）年のもの 
・括弧付きの部隊は1945年の終戦時には転営 
　もしくは廃止していた部隊 
凡例 
倉庫 
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〒700－8530　岡山市津島中3丁目1番1号　TEL･FAX（086）251－7290 
［ホームページ］http://www.okayama-u.ac.jp/user/arc/archome.html
　今回は戦いや戦争の特集ということで、岡山大学にのこる戦い
や戦争にかかわる資料を集めてみました。なお、陸軍の資料につ
いては、岡山大学事務局のご協力をいただきました。（野崎 貴博） 
　　　蔵文化財調査研究センターでは、大学教育や地域の
　　　教育支援の一環として、文学部の博物館実習の一部
や中学生職場体験を受け入れています。2005年度の博物館
実習は8月3日～9日、中学生職場体験は11月24、25日（岡山
市立高松中学校）、2006年1月31日～2月2日（岡山市立竜操
中学校）で実施しました。 
　博物館実習は、遺物の注記や接合作業などの通常の業務
を体験するほか、学芸員資格取得を目指す大学生が専攻する
講義でもあるため、実習生みずからが観察して記録に残すと
いう、実践的な木器の記録作業などを加えて実施しました（写
真上）。 
　中学生職場体験では、通常業務に加え、考古資料展示室
やセンター 展示室の掃除のほか、遺物の注記や接合作業、木
器のサンプル採取作業（写真下）など、実際の資料を手にと
ったり、観察したり、身をもって体験できる作業を実施しました。 
　2005年度は大量の杭や木製品が出土した文化科学系総合
研究棟地点（津島岡大遺跡第23次調査）の整理作業を実施
しており、木製品にかかわる作業が多くなりました。保存処理
前の木製品は水漬けの状態で保管しているため、水がかかっ
たり、冷たい水に凍えたりして悪戦苦闘しながらも、真剣に作
業にあたってくれました。センター では今後も各種教育支援な
どの活動を行っていく予定です。　 
博物館実習のようす 
保存処理前の木製品の特徴をスケッチして記録しているところ 
中学生職場体験のようす 
木製品のサンプルを採取する作業（高松中学校） 
日時　2006年11月15日�～19日� 
　　　午前10時～午後4時30分 
場所　岡山大学旧事務局棟 
　　　（岡山大学津島地区） 
※期間中は土・日も開催します。 
※津島地区構内の陸軍関連施設見学会を実施します。 
　「岡山大学津島地区構内にのこる戦跡を歩く」 
　2006年11月18・19日　午後1時30分～、2時間程度 
　参加希望の方は11月1日～15日の間に下記までお申 
　し込み下さい。 
あかし 
第10回　岡山大学キャンパス発掘成果展 　2006年７月10日か
ら、岡山大学鹿田地
区において鹿田遺跡
第17次調査を開始し
ました。中世の集落
や古墳時代のくらし
のあとがみつかると
予想されます。10月
末まで見学できます。 
　お立ち寄り下さい。 
記念 
会館 
大学病院前 
鹿田地区 
調査地点 
外来診療棟 
病　棟 
 医学部 
附属病院 
基
礎
医
学
棟
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